
天神川水系河川整備計画（案）

第4回 天神川河川整備懇談会

資 料－6

平成 20 年 10月

中国地方整備局 倉吉河川国道事務所

天 神 川 水 系 治 水 事 業 の

費 用 便 益 分 析 に つ い て



１．天神川水系河川整備計画における治水事業箇所
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※掘削等に伴い堰や橋梁等の横断工作物に改修の必要性が生じる場合には、管理者と調整の上実施します。

国府川 6～7k付近 小鴨川 9～10k付近 天神川 0～1k付近

天神川 11～12k付近築 堤凡 例河床掘削樹木伐採堤防・河岸侵食防止工 河戸橋改築



氾濫シミュレーション氾濫シミュレーション((確率規模確率規模1/1/4400洪水の事例）洪水の事例）

事業事業事業事業をををを実施実施実施実施しないしないしないしない場合場合場合場合の

1/40規模の洪水による

氾濫シミュレーション結果

想定被害額想定被害額想定被害額想定被害額1,7781,7781,7781,778億円億円億円億円

事業事業事業事業をををを実施実施実施実施したしたしたした場合場合場合場合の

1/40規模の洪水による

氾濫シミュレーション結果

想定被害額想定被害額想定被害額想定被害額 なしなしなしなし
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効
果：浸水深 0.01～0.49m：浸水深 0.50～0.99m：浸水深 1.00～1.99m：浸水深 2.00～2.99m：浸水深 3.00～3.99m：浸水深 4.00m～

２．整備計画における天神川水系治水事業の効果
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・・・・治水事業治水事業治水事業治水事業にかかるにかかるにかかるにかかる費用費用費用費用（（（（CostCostCostCost））））とととと事業事業事業事業によってによってによってによって水害水害水害水害のののの被害被害被害被害がががが軽減軽減軽減軽減されてされてされてされて得得得得られるられるられるられる便益便益便益便益

（（（（Benefit)Benefit)Benefit)Benefit)のののの比比比比をををを費用便益比費用便益比費用便益比費用便益比（（（（B/CB/CB/CB/C））））というというというという。。。。

・・・・一般一般一般一般にににに、、、、B/CB/CB/CB/Cがががが１１１１をををを超超超超えるとえるとえるとえると治水事業治水事業治水事業治水事業がががが経済的経済的経済的経済的にみてにみてにみてにみて効果効果効果効果があるとがあるとがあるとがあると判断判断判断判断されるされるされるされる。。。。

費 用費費 用用

◆◆◆◆◆◆◆◆ 費用費用費用費用費用費用費用費用(Cost)(Cost)(Cost)(Cost)(Cost)(Cost)(Cost)(Cost)

治水施設治水施設治水施設治水施設のののの整備整備整備整備・・・・維持管理維持管理維持管理維持管理にににに要要要要するするするする総費用総費用総費用総費用治水施設治水施設治水施設治水施設のののの整備整備整備整備・・・・維持管理維持管理維持管理維持管理にににに要要要要するするするする総費用総費用総費用総費用

■ 治水事業に関する費用便益分析

B/C=B/C=

総費用総費用(C)(C)

≧１

総便益総便益(B)(B)

事業による便益が費用を上回る事業による便益が費用を上回る

比比比比 較較較較比比比比比比比比 較較較較較較較較

便 益

（効果をお金

に換算）

便便 益益

（効果をお金（効果をお金

に換算）に換算）
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３．費用便益分析について【費用と便益】

◆◆◆◆◆◆◆◆ 便益便益便益便益便益便益便益便益(Benefit)(Benefit)(Benefit)(Benefit)(Benefit)(Benefit)(Benefit)(Benefit)

治水施設治水施設治水施設治水施設治水施設治水施設治水施設治水施設のののののののの整備整備整備整備によによによによ整備整備整備整備によによによによりりりり洪水洪水洪水洪水のののの被害被害被害被害がががが軽減軽減軽減軽減りりりり洪水洪水洪水洪水のののの被害被害被害被害がががが軽減軽減軽減軽減

されてされてされてされて得得得得られるられるられるられる便益便益便益便益＋＋＋＋施設施設施設施設のののの残存価値残存価値残存価値残存価値されてされてされてされて得得得得られるられるられるられる便益便益便益便益＋＋＋＋施設施設施設施設のののの残存価値残存価値残存価値残存価値

※※治水事業がない場合に想定される洪水による治水事業がない場合に想定される洪水による

被害額（氾濫解析を行い想定被害額を算出）被害額（氾濫解析を行い想定被害額を算出）

※※※※費用費用費用費用・・・・便益便益便益便益のののの算出算出算出算出はははは、「、「、「、「治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案）））） 平成平成平成平成17年年年年4月月月月 国土交通省河川局国土交通省河川局国土交通省河川局国土交通省河川局」」」」

によりによりによりにより行行行行うううう。。。。中国地方整備局事業評価監視委員会中国地方整備局事業評価監視委員会中国地方整備局事業評価監視委員会中国地方整備局事業評価監視委員会でもでもでもでも同様同様同様同様。。。。



３．費用便益分析について【便益の算出方法】

◆◆◆◆◆◆◆◆ 便益便益便益便益便益便益便益便益(Benefit)(Benefit)(Benefit)(Benefit)(Benefit)(Benefit)(Benefit)(Benefit)

治水施設治水施設治水施設治水施設治水施設治水施設治水施設治水施設のののののののの整備整備整備整備によによによによ整備整備整備整備によによによによりりりり洪水洪水洪水洪水のののの被害被害被害被害がががが軽減軽減軽減軽減されてされてされてされて得得得得られるられるられるられる便益便益便益便益りりりり洪水洪水洪水洪水のののの被害被害被害被害がががが軽減軽減軽減軽減されてされてされてされて得得得得られるられるられるられる便益便益便益便益

・治水事業における被害額は、一般家庭、事業所、農作物等を対象に、洪水が氾濫した場

合に生じる被害を金額に換算したものである。

・便益は、治水事業の整備前後の被害額の差額として算定する。

現在現在現在現在（（（（平成平成平成平成20年現在年現在年現在年現在））））

治水事業治水事業治水事業治水事業のののの便益便益便益便益はははは、、、、氾濫解析氾濫解析氾濫解析氾濫解析モデルモデルモデルモデルによりによりによりにより洪水洪水洪水洪水がががが氾濫氾濫氾濫氾濫

したことしたことしたことしたことをををを想定想定想定想定しししし被害額被害額被害額被害額をををを算定算定算定算定するするするする。。。。

治水事業治水事業治水事業治水事業のののの便益便益便益便益はははは、、、、氾濫解析氾濫解析氾濫解析氾濫解析モデルモデルモデルモデルによりによりによりにより洪水洪水洪水洪水がががが氾濫氾濫氾濫氾濫

したことしたことしたことしたことをををを想定想定想定想定しししし被害額被害額被害額被害額をををを算定算定算定算定するするするする。。。。

具体的具体的具体的具体的なななな計算方法計算方法計算方法計算方法

整備後整備後整備後整備後（（（（平成平成平成平成50年以降年以降年以降年以降））））

被害無被害無被害無被害無しししし

被害額被害額被害額被害額のののの差額差額差額差額

便益便益便益便益
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伊勢湾台風規模伊勢湾台風規模伊勢湾台風規模伊勢湾台風規模のののの洪水洪水洪水洪水がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合

伊勢湾台風規模伊勢湾台風規模伊勢湾台風規模伊勢湾台風規模のののの洪水洪水洪水洪水がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合



治水施設治水施設治水施設治水施設のののの整備前後整備前後整備前後整備前後でででで確率規模別確率規模別確率規模別確率規模別のののの洪水洪水洪水洪水によるによるによるによる氾濫解析氾濫解析氾濫解析氾濫解析をををを実施実施実施実施。。。。

■氾濫解析

決壊決壊決壊決壊のののの考考考考ええええ方方方方 氾濫後氾濫後氾濫後氾濫後氾濫前氾濫前氾濫前氾濫前 想定想定想定想定水位水位水位水位 水位が想定水位を越えた時点で、決壊して氾濫 想定想定想定想定水位水位水位水位 決壊決壊決壊決壊
事業実施後の効果としては、1/10～1/30規模の洪水による想定氾濫区域が解消し、1/50規模～1/100規模

の想定氾濫区域が縮小している。

事業実施後事業実施後 想定氾濫区域事業実施前事業実施前 想定氾濫区域
破堤破堤

1/10規模洪水1/30規模洪水1/50規模洪水
1/100規模洪水
1/80規模洪水

破堤破堤

1/100規模洪水1/80規模洪水1/50規模洪水
決壊決壊

氾濫氾濫氾濫氾濫のののの考考考考ええええ方方方方

３．費用便益分析について【氾濫解析の方法】
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・・・・河川河川河川河川のののの堤防堤防堤防堤防ががががR2R2R2R2のののの でででで決壊決壊決壊決壊したしたしたした場合場合場合場合、、、、氾濫氾濫氾濫氾濫したしたしたした

洪水洪水洪水洪水はははは「「「「山付山付山付山付」」」」やややや「「「「支川支川支川支川」」」」がないがないがないがない限限限限りりりり広広広広がりがりがりがり続続続続けるけるけるける。。。。

・・・・このこのこのこの氾濫氾濫氾濫氾濫をををを防防防防ぐにはぐにはぐにはぐには、、、、R2R2R2R2のののの地区地区地区地区にににに一連堤防一連堤防一連堤防一連堤防(((( ))))

をををを構築構築構築構築しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない。。。。

・・・・氾濫氾濫氾濫氾濫ブロックブロックブロックブロックとはとはとはとは、、、、一連堤防一連堤防一連堤防一連堤防によりによりによりにより氾濫氾濫氾濫氾濫をををを防防防防ぐこぐこぐこぐこ

とができるとができるとができるとができる範囲範囲範囲範囲でありでありでありであり、、、、築堤築堤築堤築堤をををを実施実施実施実施したしたしたした場合場合場合場合にににに効果効果効果効果

がががが発揮発揮発揮発揮されるされるされるされる範囲範囲範囲範囲であるであるであるである。。。。

■氾濫ブロックの設定

・・・・R2R2R2R2ではではではでは、、、、Q(Q(Q(Q(目標流量目標流量目標流量目標流量))))にににに達達達達しないしないしないしない４４４４断面断面断面断面(((( ))))につにつにつにつ

いていていていて、、、、洪水時洪水時洪水時洪水時決壊決壊決壊決壊のののの可能性可能性可能性可能性があるがあるがあるがある。。。。

・・・・４４４４断面断面断面断面のののの内内内内、、、、洪水洪水洪水洪水によるによるによるによる被害額被害額被害額被害額がががが最大最大最大最大となるとなるとなるとなる１１１１断断断断

面面面面をををを評価評価評価評価のののの対象対象対象対象とするとするとするとする。。。。

■決壊地点の選定

R1 R2Q(Q(Q(Q(目標流量目標流量目標流量目標流量:5,000m3/s):5,000m3/s):5,000m3/s):5,000m3/s)L2

Ｒ1

L1

Ｒ2

決壊決壊決壊決壊地点地点地点地点氾濫区域氾濫区域氾濫区域氾濫区域 集落

山付

支川 流
量

距離

決壊の可能性がある断面決壊の可能性がある断面

0K0 1K0 2K0

3,000○4,5002K2 －×5,5002K0 2,400○3,3001K8 2,000○4,0001K6 1,500○4,5001K4 －×6,0001K2 被害額(百万円)決壊の可能性流下能力(m3/s)距離流下能力(※1)が最小となるのは1K8で、被害額は2,400百万円である。しかし、被害額が最大は、2K2の3,000百万円であり、2K2の被害額を用いて算定する※１：その断面で流すことが出来る洪水の量
流下能力(※1)が最小となるのは1K8で、被害額は2,400百万円である。しかし、被害額が最大は、2K2の3,000百万円であり、2K2の被害額を用いて算定する※１：その断面で流すことが出来る洪水の量

・氾濫解析では、河川の沿川で資産のある範囲を氾濫ブロックに設定し、堤防の流下

能力が低い地点で「決壊したと仮定」した場合の計算を実施する。

※本編の流下能力や被害額は架空の数値である

３．費用便益分析について【氾濫ブロックと決壊地点】

6



B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7B8

B9

B10

B11

B12

B13

B14

B15

B16

B17

B18

B19

B20

４．天神川水系の総資産分布状況
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主なブロックの総資産額

ブロック名

資産額

（百万円）

B1 381,555

B6 286,789

B12 155,046

B17 266,457

水系全体 1,317,821

小鴨川小鴨川小鴨川小鴨川

国府川国府川国府川国府川

三徳川三徳川三徳川三徳川

天
神
川

天
神
川

天
神
川

天
神
川

・天神川水系では、氾濫ブロックを20ブロックに分割。

・総資産約１兆３千億円のうち、ブロック１，６，１２，１７に全体の82%が集中している。



事業実施前 事業実施後 事業実施前 事業実施後 事業実施前 事業実施後 事業実施前 事業実施後 事業実施前 事業実施後 事業実施前 事業実施後 事業実施前 事業実施後 事業実施前 事業実施後

確率規模1/80確率規模1/100改善率：100% 改善率：100% 改善率：100% 改善率：48% 改善率：78% 改善率：79%確率規模1/20確率規模1/30確率規模1/40確率規模1/50確率規模1/5被害無し 確率規模1/10改善率：100%

1/40 1/50 1/80 1/1001/5 1/10 1/20 1/300100,000200,000300,000400,000
被害額（百万円） 0 0 0 0 0 018,592

154,866 171,786 177,835 185,373 267,475 371,483293,995209,23889,605
治水事業治水事業治水事業治水事業のののの整備実施前後整備実施前後整備実施前後整備実施前後 被害額被害額被害額被害額のののの算定結果算定結果算定結果算定結果

・被害額は、治水事業の現状と整備計画対象期間後で、確率規模別

(1/5,1/10,1/20,1/30,1/40,1/50,1/80,1/100)の氾濫解析の結果から算定。

便益便益便益便益とはとはとはとは、、、、整備前後整備前後整備前後整備前後のののの被害額被害額被害額被害額のののの差額差額差額差額にににに、、、、そのそのそのその洪水洪水洪水洪水がががが１１１１年間年間年間年間でででで発生発生発生発生するするするする確率確率確率確率もももも合合合合わせわせわせわせ

てててて評価評価評価評価しししし、、、、これをこれをこれをこれを確率規模毎確率規模毎確率規模毎確率規模毎にににに合計合計合計合計したものであるしたものであるしたものであるしたものである。。。。

５．被害額の算定結果

【解析結果】

・改修前は1/10で被害は発生していたが、改修後は1/50で被害が発生し、改修効果が発現。

・1/100では、371,483百万円だったものが、293,995百万円と約79%の改善効果。
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被　　害　　額　（百万円） ④ ⑤ ④×⑤ 年平均被害

年平均 ① ② ③ 区間平均 区間確率 年平均 額の累計＝

超過確率 事業を 事業を 被害軽減額 被害額 被害額 年平均被害

実施しない場合 実施した場合 （①－②） 軽減期待額

1/5 0 0 0 

9,296 0.1000 930 930 

1/10 18,592 0 18,592 

86,729 0.0500 4,336 5,266 

1/30 171,786 0 171,786 

136,802 0.0050 684 10,129 

1/50 185,373 89,605 95,768 

77,003 0.0075 578 10,706 

1/80 267,475 209,238 58,237 

67,863 0.0025 170 10,876 

1/100 371,483 293,995 77,488 

1/20 154,866 0 154,866 

1/40 177,835 0 177,835 

2,722 7,988 

174,811 0.0083 1,457 9,445 

163,326 0.0167

1/1001/801/501/401/301/201/101/50.000.050.100.150.200.25
年平均超過確
率

01,0002,0003,0004,0005,000
被害額（億円）

被害額（事業前）

被害額（事業後）

被害軽減額

年平均被害軽減期待額の算定年平均被害軽減期待額の算定

●計画規模1/100年確率を最大として８ケース検討（1/5, 1/10, 1/20, 1/30, 1/40,1/50, 1/80, 1/100）

●年平均被害軽減期待額は10,876百万円 ≒ 約109億円

各区間確率の平均被害額

（Ｎi+1－Ｎi）×（Ｄi+1－Ｄi）／２ （※Ｄ：被害額， Ｎ：超過確率）

発生頻度

多い

発生頻度

少ない

被害小さい

被害大きい

６．年平均被害軽減期待額の算定
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●整備事業費：整備計画で位置付けられている治水事業のうち、防災ステーション、堤防強化費用を除き、

整備計画期間（３０年）における事業費は約９７億円

７．費用の算定

10

◆◆◆◆◆◆◆◆ 費用費用費用費用費用費用費用費用(Cost)(Cost)(Cost)(Cost)(Cost)(Cost)(Cost)(Cost)

治水施設治水施設治水施設治水施設のののの整備整備整備整備・・・・維持管理維持管理維持管理維持管理にににに要要要要するするするする総費用総費用総費用総費用治水施設治水施設治水施設治水施設のののの整備整備整備整備・・・・維持管理維持管理維持管理維持管理にににに要要要要するするするする総費用総費用総費用総費用

●維持管理費：評価対象期間（整備期間＋整備計画対象期間終了後の評価期間50年）で

毎年事業費の0.5%を計上 ＝ 32億円

河川名 事業費

天神川

堤防整備（0.0～0.6k）

河床掘削（11.3～14.6k）

*1) ２８億円

小鴨川 河床掘削（1.4～12.2k）

*1)
４７億円

国府川 河床掘削（0.0～7.5k）

*1)
２２億円

９７億円

事業内容

低水護岸、根固め工、

河岸侵食防止工、

河川敷保護工、高水護岸

合　計

*1)河床掘削には樹木伐開を含みます。

*2)掘削等に伴い堰や橋梁等の横断工作物に改修の必要性が生じる場合には、管理者と調整の上

　　実施します。

*3)護岸は環境に配慮した設計に基づく護岸の事業費です。



整備事業整備事業整備事業整備事業費費費費

HHHH20202020年年年年～～～～ HHHH50505050年年年年：：：：97979797億円億円億円億円

現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化 ：：：：58585858億円億円億円億円

維持管理費維持管理費維持管理費維持管理費

HHHH20202020年年年年～～～～ HHHH100100100100年年年年：：：：32323232億円億円億円億円

現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化 ：：：： 7777億円億円億円億円

総費用総費用総費用総費用

HHHH20202020年年年年～～～～HHHH100100100100年年年年 ：：：： 129129129129億円億円億円億円

現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化 ：：：： 65656565億円億円億円億円

+
＝＝＝＝

「現在価値化」とは・・・・「現在価値化」とは・・・・ 将来における金銭価値を基準年基準年基準年基準年のののの価値価値価値価値にににに換算換算換算換算すること評価時点 現在 事業終了時点（現在から30年後） 事業評価終了時点（現在から80年後）和暦 平成20年 平成50年 平成100年西暦 2008 年 2038 年 2088 年各時点での金額 平成20年の 10 億円 平成50年の 10 億円 平成100年の 10 億円計算式（割引率4%）平成20年時点での換算金額（現在価値現在価値現在価値現在価値） 10101010....00 00 00 00 億円億円億円億円 3333....08 08 08 08 億円億円億円億円 0000....43 43 43 43 億円億円億円億円平成平成平成平成20202020年年年年（（（（現在現在現在現在：：：：基準年基準年基準年基準年）））） 平成平成平成平成50505050年年年年（（（（30303030年後年後年後年後）））） 平成平成平成平成100100100100年年年年（（（（80808080年後年後年後年後））））１０億円（Ｈ２０価値） １０億円（Ｈ２０価値） １０億円（Ｈ２０価値）
１０億円（Ｈ２０価値） ３．０８億円（Ｈ２０価値） ０．４３億円（Ｈ２０価値）

各年の「１０億円」という金額は、
Ｈ２０年の価値で表現すると、

(1+0.04)(0000)1 × 10億円 (1+0.04)(30303030)1 × 10億円 (1+0.04)(80808080)1 × 10億円

治水事業治水事業治水事業治水事業によるによるによるによる便益便益便益便益

HHHH20202020年年年年～～～～ HHHH100100100100年年年年：：：： 7,07,07,07,069696969億円億円億円億円

現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化 ：：：： 1,51,51,51,533333333億円億円億円億円

残存価値残存価値残存価値残存価値

HHHH100100100100年年年年 ：：：： 6666億円億円億円億円

現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化 ：：：： 0.30.30.30.3億円億円億円億円

総便益総便益総便益総便益

HHHH20202020年年年年～～～～HHHH100100100100年年年年 ：：：： 7,07,07,07,075757575億円億円億円億円

現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化 ：：：： 1,51,51,51,534343434億円億円億円億円

+ ＝＝＝＝

８．現在価値化について

割引率は、過去の

長期国債利回り、

国際的な比較など

から社会的割引率

を４％としている。
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費用対効果の算定費用対効果の算定

●治水事業の効果としての年平均被害軽減期待額は、事業の進捗にともなって発現し、完成後の評価期間

は事業完了後５０年間とする

●事業は整備計画の対象期間３０年間で均等に実施すると想定する

※費用（Ｃ）については縦軸を１０倍に引き伸ばしています

９．費用対効果の算定

12

便益は段階

的に向上

事業費は毎

年同額

整備計画対象期

間後評価期間50

年は、毎年同額

-4,000百万円-2,000百万円0百万円2,000百万円4,000百万円6,000百万円8,000百万円10,000百万円12,000百万円

H21 H26 H31 H36 H41 H46 H51 H56 H61 H66 H71 H76 H81 H86 H91 H96
年次

便益（Ｂ） 年平均被害軽
減期待額 便益（各年度価格）便益（現在価値化）事業費（各年度価格）事業費（現在価値化）維持管理費（各年度価格）維持管理費（現在価値化）
200百万円400百万円費用（Ｃ）事業費＋維持

管理費
整備計画策定
（評価開始時
点） 整備計画対象期間（３０年間） 整備計画対象期間後評価期間（５０年間）

維持管理費（現在価値化）：7億円

事業費（現在価値化）：58億円

便益（現在価値化）：1,533億円



残存価値残存価値残存価値残存価値をををを見込見込見込見込むむむむ項目項目項目項目

①①①①構造物以外構造物以外構造物以外構造物以外のののの堤防及堤防及堤防及堤防及びびびび低水路部等低水路部等低水路部等低水路部等：：：：堤防堤防堤防堤防のののの盛土盛土盛土盛土やややや河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削などになどになどになどに関関関関するするするする費用費用費用費用（（（（残土処分費残土処分費残土処分費残土処分費をををを除除除除くくくく））））

②②②②護岸等護岸等護岸等護岸等のののの構造物構造物構造物構造物：：：：低水路護岸低水路護岸低水路護岸低水路護岸やややや堤脚水路堤脚水路堤脚水路堤脚水路、、、、樋門樋門樋門樋門などになどになどになどに関関関関するするするする費用費用費用費用のののの10%10%10%10%

※※※※間接費間接費間接費間接費、、、、工事諸費工事諸費工事諸費工事諸費をををを除除除除くくくく

護岸等の構造物の費用 90909090％％％％

10101010％％％％

残存価値を見込む費用
堤防及び低水路部等の費用 100100100100

％％％％

事業費 残存価値

評価時点に現在価値化
事業費 残存価値

①①①①のののの残存価値残存価値残存価値残存価値のののの算定方法算定方法算定方法算定方法 ②②②②のののの残存価値残存価値残存価値残存価値のののの算定方法算定方法算定方法算定方法

・・・・公共事業公共事業公共事業公共事業によってによってによってによって整備整備整備整備されるされるされるされる施設施設施設施設はははは、、、、評価期間以降評価期間以降評価期間以降評価期間以降もももも適切適切適切適切なななな維持管理維持管理維持管理維持管理によってそのによってそのによってそのによってその施設施設施設施設としとしとしとし

てのてのてのての価値価値価値価値をををを発揮発揮発揮発揮しししし続続続続けるとけるとけるとけると考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。このためこのためこのためこのため、、、、投資投資投資投資したしたしたした事業費事業費事業費事業費のうちのうちのうちのうち、、、、以下以下以下以下のののの２２２２つのつのつのつの項目項目項目項目

はははは該当該当該当該当費用費用費用費用をををを現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化したものをしたものをしたものをしたものを「「「「残存価値残存価値残存価値残存価値」」」」としてとしてとしてとして便益便益便益便益にににに加算加算加算加算するするするする。。。。

１０．残存価値の考え方

残存価値（合計）

： 26百万円≒ 0.3億円

事業費（工事費） ： 201百万円

残存価値（×1.0）： 201百万円

現在価値化 ： 9百万円

【堤防及び低水路部等の残存価値】

事業費（工事費） ： 3,758百万円

残存価値（×0.1）： 376百万円

現在価値化 17百万円

【護岸等の残存価値】

＋＋＋＋

13

＝＝＝＝

評価時点に現在価値化



費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算定費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算定

●総便益は約１,５３４億円、総費用は６５億円

●費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝２２２２３３３３．．．．６６６６

○年平均被害軽減期待額 １０９億円

○総便益（改修終了後５０年間を見込む：現在価値化）

①便益 １,５３３億円

②残存価値 ０．３億円

※総便益（①＋②） １,５３４億円

○総事業費 ９７億円

○総費用（整備期間３０年＋整備期間後５０年：現在価値化）

①事業費 ５８億円

②維持管理費 ７億円

※総費用（①＋②） ６５億円

●費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ １,５３４ ／ ６５ ＝ ２２２２３３３３．．．．６６６６

１１．費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算定
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